烏賊でもわかる弓具管理
基礎の基礎

執筆：烏賊　監修：忍者
その１．弦輪の作り方

１．まずは、自分の弓に合った長さの弦を用意します。弓には「並」と「伸」があり、慈恵の使っている弦では、「並」の弓用の弦は、弦の片方（始めから輪っかになっている所）が白に、「伸」用の弦はここが紫か緑になっています。
２．弦の赤い部分を、手で揉みほぐしたり机の角にこすりつけたりして、柔らかくします。やりすぎに注意しましょう。

３．弦の赤い部分を、図のように結びます。
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①　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　④
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注：弦輪の大きさは、大きすぎても小さすぎてもいけません。
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正しい　　　　小さすぎ　　　大きすぎ

注：弦輪の向きにも注意！上が赤、下が白または紫、緑の弦輪です。 左右の向きも決まっています（下図参照）
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　　　上（赤）　　　下（赤以外）
注：はの高さ（下図参照）は１５～１７ｃｍ位になるように。新しい弦は伸びやすいので、少し高め（つまり、距離が長め）にしてください。
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注：弦輪の結び目は、動かないようにきつく締めないと、すぐにはの高さが低く（つまり、距離が短く）なってしまいます。
注：ちゃんと作っても、はの高さはだんだん低くなっていくので、こまめにチェックし直してください。

その２．中仕掛けの作り方

１．はの高さを測った所のそばにボンドを塗ります（塗りすぎ注意！）

２．仕掛け麻（弦に巻く糸）を、ボンドを塗った部分の上の方に２、３回巻きつけ固定します。
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３．仕掛け麻を上から下へ、反時計回りに巻きます。
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４．道宝（どうほうと読む、「火の用心」の棒）を図のように一方向に当てて、中仕掛けの形を整えます。
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注：仕掛け麻を巻く向きを間違えない！弦のよってある向きと同じと覚えてください。

注：太すぎた時はペンチでつぶして調節しますが、なるべくそうならないように、作業のときにそばに矢を置いて、太さを確かめながら中仕掛けを作りましょう。

その３．握り革の作り方

１．適当な紙（封筒など）を、図のように蛇腹状におります（上にいくほど狭く）
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２．折った紙を、弓の持つところに貼り付けます。
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※なお、この辺は射手の手の大きさによって結構まちまちです。具体的には片方にしか紙を張らなかったり、折った紙を張った後にさらに上から紙を巻いたり……最初は信頼できる人にどうすればいいか聞いてください。
３．好きな柄の握り革を用意します（最初は綺麗でもそのうち垢で汚れます……）
４．始めはボンドを塗らずに握り革を弓に巻いて、握り革を切る場所のメドを立てます。

[image: image19.jpg];ﬁ' yFs%\)

or
‘hvoland

AvEdad




５．適当なところで握り革を切ります。
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６．握り革の裏側に、図のようにボンドを塗ります。塗りすぎ注意！
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７．握り革を上からキツく巻きます。この時、上の革に、下の革を１ｍｍほど被せるように巻きます（下図参照）
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８．握り革の下の端は、ヘラなどで直上の革の裏側に押し込みます。
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９．ヘラなどを使って、図のように握り革の重なっている部分を平らにします（こうすることで、後から革が緩んで隙間ができることを予防します）
注：握り革を作った時は、一日程度その弓は引かないようにしましょう。
※キツく！！








